
（別紙３）

～ 令和８年３　月３　日

（対象者数） ３９名 （回答者数） ３１名

～ 令和８年　３月　３日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

指導員が授業で使う課題を子どもが楽しんで学習できるよう
に工夫する。

2

フィードバックでは保護者に、その授業で行った支援の説明
をし、今後のアドバイスをしたり、支援の方向性を保護者と
いっしょに考える。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

○事業所名 桐塾都立大学駅前教室

○保護者評価実施期間 令和８年２　月１　日

○保護者評価有効回答数

令和８年　２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和８年３　月５　日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

個別指導（支援）を行っている。
個別支援計画書をもとに（５領域を踏まえた指導）を行ってい
るところ。

その子その子に合わせた療育を提供している。

保護者様との関係を大切にする。 話し合いをもつ。

事業所における自己評価総括表公表


